
第37 回 大 会〕

A 48 た ん ば く 加 水 分 解 調 味 液 の 香 気 成 分

お 茶 の 水 女 子 大 家 政　O 高 崎 禎 子　 久 保 田 紀 久 枝　 小 林 彰夫

エ ー ザ イ（ 株 ）　 赤 塚 慎 一 郎

食　物　25

目 的　 新 し い た ん ぱ く 素 材 に よ る 加 水 分 解 調 味 液 と し て 、 脱 脂 大 豆 た ん ば く お よ び エ キ

ス 抽 出 後 の カ ツ オ ブ シ 加 水 分 解 液 混 合 物 が 好 まし い 風 味 を 有 す る こ と が わ か っ た 。 こ の ス

プ レ ード ラ イ 粉 末 を 試 料 に 、 従 来 の オ キ ア ミ 単 独 の 加 水 分 解 液 と の 比 較 を 行 い 、 そ の 風 味

改 善 に 寄 与 す る 香 気 物質 の 解 明 を 目 的 に 研 究 を 行 っ た。

方 法　 エ ー ザ イ（ 株 ） で 調 製 粉 末 化 さ れ た 混 合 調 味 液（ 試 料1  ） 、 お よび オ キ ア ミ 調 味

液 粉 末(  試 料2  ） 、 そ れ ぞ れ 等 量 の 脱 イ オ ン 水 に 溶 解 さ せ た も の を 試 料 とし た 。 減 圧 濃 縮

に よ り 得 ら れ た 溜 出 液 か ら ジ ク □ ロ メ タ ン に よ り 抽 出 ・ 濃 縮 し た も の を 香 気 濃 縮 物 と し た。

官 能 評 価 と の 関 連 に お い て 香 気 成 分 の 寄 与 を 明 ら か に す る た め に 、 上 記 の 溶m に4  5°Cで 窒

素 ガ ス を 通 じ 、head　gas vapor 中 の 揮 発 成 分 をTenax TA に 捕 集 し た 。 成 分 の 分 離 、 同 定 に

は 、fused silica カ ラ ム 、F  I D　を 設 置し たGC 、 お よ び 同 条 件 下 に お け るGC-MS に よ り 行 っ

た 。

結 果　 香 気 に 関 与 す る と 思 わ れ る 主 要 成 分 とし て 、 有 機 酸 、 ア ル デ ヒ ド 、ピ ラ ジ ン 、 ラ

クト ン 、 フ ラ ン 、 ピ ロ ー ル 、 含 硫 化 合 物 な ど 、 約50 種 の 化 合 物 を 同 定 お よ び 推 定 し た 。 こ

れ ら の う ち 、 大 部 分 は 、 試 料１ 、2   に 共 通 す るも の で あ り 、 ヘッ ド スペ ― ス 分 析 の 結 果 も

同 様 で あ っ た 。 スト レ ッ カ ー 分 解 － ア ル ド ー ル 縮 合 に ふり 生 成 す る と 思 わ れ るフ ェ ニ ル ア

ル ケ ニ ル ア ル デ ヒ ド が 少 な いこ と が 、 試 料 １ の 特 徴 で あ っ た。
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